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内容要旨
（目的）
本研究の目的は後十字靭帯切離インサート固定型（以下回一Fix型）と後
十字靭帯切離インサート可動型（以下PS-mobile型）の人工膝関節全置換
術（以下、TKA）において，Navigationsystemとギャップ内に挿入できる
パネ式テンサーを用いてギャップおよびバランスを評価し，術後屈曲角度
との関連性を検討することである．
（対象および方法）
対象は当施設にて原発性の内反型変形性膝関節症に対して片側 TKAを施
行し，術後 1年時に経過観察可能であった 71膝の女性患者を対象とした．
PS-Fix型T臥を施行された患者は31膝で平均年齢は74.8歳，術前屈曲角
度は114.0。であった．一方，PS-mobile型TKAを施行された忠者は40膝で
平均年齢は76.1歳，術前屈曲角度は 111.goであった.2群間の平均年齢，
単純 X 線像における内反 OA の進行度（Kellgr en一Lawrence分
類），Femoro-tibialangle，術前伸展角度，術前屈曲角度，および平均経過
観察期間には有意差を認めなかった．インプラントは DePuy社製 PFC2: 
RP-fとPF.C-:EPSを使用した．手術は全身麻酔下，タニケットを使用して
行われ， Independentcutにて骨切りを行った.0。伸展，90° 屈曲のギャッ
プとバランスをスペーサーブロックを用いて整えた後，大腿骨トライアル
を設置し，NavigationSystemとパネ式テンサー（DePuyLigament tensor) 
を用い膝蓋骨を整復した状態で 0,30,60,90,130° の内外側ギャップを測
定し，術中のギャップ変化量と術後 1年時の屈曲角度との関連性を検討し
た．
（結果）
PS-Fix型T臥の術中屈曲角度における内側（外側）ギャップの変化量（mm)
は30-0。：2.0 (1. 5) ' 60-0。：2.2 (1. 0) '90-0。：2.4 (0. 7) ' 130-0° : 0.5 
（一0.5),130-90° :-1.9 （一1.1) ' 130-60。：－1.7 （一1.5）で，術後屈曲角
度は， 110.3° だった．
PS-mobile型TKAの術中屈曲角度における内側（外側）ギャップの変化量
(mm）は 30一0。：1.9 (1. 5) '60-0。：2.3 ( 0. 9) ' 90一0。：2.5 ( 0. 7) ' 
130-0。：1.0 （一0.2) ~ 130-90° :-1. 5 （一0.9)'130-60。：－1.3 (-1. 1）で，
術後屈曲角度は、 120.げだった．
内側ギャップ長は両群共に 0。伸展から 30° ' 60° ' 90° 屈曲において統
計学的に有意に増加し，90° 屈曲から 130° 深屈曲において統計学的に有
意に減少した．外側ギャップ長は両群共に 0。伸展から 30° 屈曲で統計学
的に有意に増加し，30° , 60° 屈曲から 130° 深屈曲で両群共に統計学的に
有意に減少した．各群の内外側のギャップ変化量に関しては，両群の聞で
統計学的有意差はなかった．
PS-fix型群の術前後屈曲角度において統計学的に有意差はなかった．一
方，PS-mobile型群の術後屈曲角度は，術前より統計学的に有意な改善を認
めた.2群聞の比較では，術後屈曲角度は，PS-mobile型群が有意に大きか
った．
PS Fix型T臥の術中 13090° と13060。における内側ギャップの変化量
と術後屈曲角度との聞に有意な相関関係を認めたが，その他の術中屈曲角
度におけるギャップの変化量と術後屈曲角度の聞には相関関係を認めな
かった．
（考察）
PS-Fix型 TKAは術中の屈曲から深屈曲の内側ギャップの変化量が小さい
程，術後屈曲角度が大きくなる傾向があったが，PS-mobile型TKAではギャ
ップの変化量と術後屈曲角度の聞には関連がないと考えられた．この結
果より PS-Fix型における DepuyLigament tensorを用いた術中のギャッ
プ計測は，術後屈曲角度の予測に有用である可能性が示唆された．
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